
　
昨
年
11
月
、
福
岡
市
博
多
区
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
は
、
私
た
ち
の
記
憶
に
新
し

い
。
し
か
し
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
の
大
規
模
で

な
く
て
も
、
小
さ
な
修
復
が
必
要
な
道
路
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
存
在
し
て
い
る
。
日
本

の
道
路
の
総
延
長
は
約
１
３
０
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
地
球
を
32
周
す
る
ほ
ど
の
長
さ
が
あ

り
、
一
つ
一
つ
歩
い
て
確
認
す
る
の
は
非
現

実
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
活
躍

す
る
の
が
、
自
動
車
を
走
ら
せ
て
情
報
を
集

め
る
モ
バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。

レ
ー
ザ
ー
や
画
像
な
ど
を
使
っ
て
集
め
た
情

報
を
分
析
し
、
整
備
が
必
要
な
場
所
を
探
り

当
て
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
道
路
の
普
及
し
た
日
本

で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
大
な
土
地
に
新

た
な
幹
線
道
路
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る

開
発
途
上
国
で
も
役
に
立
つ
。
北
海
道
で
モ

バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
を
手
掛
け
る
株
式

会
社
岩
根
研
究
所
が
、
国
内
で
積
み
重
ね
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
そ
う
と
乗
り
込
ん
だ
の

は
、
ア
フ
リ
カ
南
東
部
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
だ
。

　
現
在
、
日
本
は
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
の

下
地
づ
く
り
の
た
め
に
、
各
地
で
〝
回
廊
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
を
展
開
し
て
い
る
。
経
済
的
な

結
び
付
き
の
強
い
数
カ
国
を
横
断
す
る
幹
線

道
路
を
構
築
し
、
輸
送
量
を
拡
大
す
る
の
が

目
的
だ
。
実
現
す
れ
ば
、
沿
岸
地
域
か
ら
内

陸
部
ま
で
幅
広
い
地
域
で
の
産
業
の
活
性
化

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
発
展
著
し
い

沿
岸
部
や
大
都
市
の
恩
恵
を
内
陸
部
、
農
村

部
に
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

和
郎
社
長
は
、
同
大
学
の
応
用
電
気
研
究
所

で
、
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
人
間
の
視

覚
の
情
報
処
理
の
研
究
を
手
掛
け
た
。
人
間

は
、
実
際
に
目
が
捉
え
た
情
報
を
よ
り
〝
見

た
い
も
の
〞
と
し
て
脳
が
再
構
築
し
た
も
の

を
視
覚
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ

セ
ス
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
再
現
す
る
研
究

が
、
現
在
の
岩
根
研
究
所
の
技
術
の
基
盤
だ
。

　
岩
根
さ
ん
は
そ
の
後
、
岩
根
研
究
所
を
立

ち
上
げ
て
人
工
知
能
や
自
動
車
の
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
、
約
20
件
の

関
連
特
許
を
取
得
。
そ
の
中
で
磨
い
て
き
た

画
像
処
理
の
技
術
を
基
に
作
り
上
げ
た
の

が
、
道
路
の
状
況
確
認
に
活
用
で
き
る
モ
バ

イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。
レ
ー
ザ
ー

で
は
な
く
画
像
を
使
い
、
高
い
精
度
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
実
現
し
て
い
る
。

　「
画
像
型
モ
バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
強
み
は
、
複
雑
な
セ
ン
サ
ー
な
ど
が
な

い
た
め
、
シ
ン
プ
ル
で
操
作
が
簡
単
な
こ
と

で
す
」
と
、
同
社
の
関
口
隆
さ
ん
は
説
明
す

る
。「
そ
の
た
め
、
途
上
国
で
の
運
用
に
向

い
て
い
ま
す
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
も
、
道
路

公
社
が
自
分
た
ち
の
手
元
に
機
材
を
所
有

し
、
道
路
維
持
管
理
の
技
術
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
継
続
的
な
道
路
の
調
査
・
点
検
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
道
路
公
社
の
職
員
た
ち

は
、
機
材
装
置
の
持
込
み
や
ト
ラ
イ
ア
ル
撮

影
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
に
つ
い

て
、
同
社
が
予
想
し
て
い
た
以
上
に
熱
心
だ

っ
た
。
現
在
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
道
路
は
７

割
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
人
た
ち
の
熱
意
に
応
え
る
た
め
に
、
同
社

も
日
本
で
は
あ
ま
り
経
験
の
な
か
っ
た
無
舗

装
道
路
の
維
持
管
理
技
術
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た
、
予
算
の

確
保
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
実

情
に
合
わ
せ
て
、
操
作
性
の
改
善
や
低
価
格

化
に
取
り
組
み
、
導
入
し
や
す
い
も
の
を
提

供
し
て
い
く
と
い
う
。
今
後
は
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
ウ
ガ
ン
ダ
や
ザ
ン

ビ
ア
な
ど
で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
認
知
度
の
向
上
を
目
指
す
。

　
岩
根
研
究
所
の
ル
ー
ツ
に
当
た
る
北
海
道

大
学
。
そ
の
母
体
と
な
っ
た
札
幌
農
学
校
の

卒
業
生
に
、
北
海
道
を
中
心
に
数
多
く
の
港

湾
や
橋
を
手
掛
け
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る

イ
ン
フ
ラ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
た
廣

井
勇
が
い
る
。
廣
井
が
手
掛
け
た
幾
多
の
港

が
北
海
道
の
経
済
発
展
を
支
え
た
よ
う
に
、

岩
根
研
究
所
が
整
備
を
支
援
す
る
ナ
カ
ラ
回

廊
が
、
南
部
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
の
原
動

力
と
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

画
像
を
も
と
に
道
路
を
チ
ェッ
ク

日
本
の
道
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ

人口約550万人、面積は約83k㎡。
日本の22%を占める広大な面積
に、小樽や室蘭、苫小牧をはじめと
する、大小合わせて35の港湾を持
つ。総延長90,136.9km、全国の
7.4％を占める県内の道路は、住
民の生活を支える大切な交通イン
フラだ。厳しい気候もあり、整備維
持が欠かせない。

北海道

岩根研究所のシステムを使い、車で走行しながら撮影した画像を分析する。レーザーを使わないため、
機材がシンプルで、輸出制限などにも影響を受けないのが強みだ

いくら道路を作っても、きちんと整備されていなければ安全に走ることはできない。
道路の整備状況を効率良く把握することは、道路交通を維持するために必要不可欠だ。
画像処理を得意とする北海道の岩根研究所が、モザンビークの道路整備に力を貸している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

50

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
は
天
然
資
源
が
豊
富

で
、
沿
岸
に
あ
る
ナ
カ
ラ
港
は
世
界
へ
の
玄

関
口
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
ナ
カ
ラ
港
を
基
点
に
、
マ
ラ
ウ
イ
、
ザ

ン
ビ
ア
な
ど
の
内
陸
国
ま
で
の
幹
線
道
路
、

〝
ナ
カ
ラ
回
廊
〞
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
周
辺

地
域
全
体
に
経
済
効
果
が
波
及
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
期
待
に
水
を
差
す
の
が
、
道
路

整
備
の
水
準
だ
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
１

９
７
７
年
か
ら
92
年
ま
で
の
15
年
間
に
わ
た

っ
て
続
い
た
内
戦
の
影
響
で
道
路
整
備
が
立

ち
遅
れ
、
同
国
政
府
も
北
部
一
帯
を
カ
バ
ー

す
る
開
発
計
画
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
日
本
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
道
路
公
社

を
支
援
し
、
道
路
の
整
備
や
維
持
管
理
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
実

績
が
、
ナ
カ
ラ
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景

に
あ
る
。

　
岩
根
研
究
所
は
、
過
去
に
は
「
道
路
・
河

川
な
ど
の
現
況
ビ
デ
オ
検
索
装
置
」
を
開
発

し
、
国
土
交
通
省
の
国
道
管
理
事
務
所
、
高

速
道
路
を
管
理
す
る
N
E
X
C
O
な
ど
に
採

用
さ
れ
て
き
た
。
２
０
０
３
年
に
は
タ
イ
に

現
地
法
人
を
設
立
し
て
海
外
事
業
を
開
始
。

現
在
は
東
南
ア
ジ
ア
や
中
東
で
画
像
を
用
い

た
計
測
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
機
材
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
。

　
北
海
道
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し

て
出
発
し
た
岩
根
研
究
所
。
創
立
者
の
岩
根

モバイルマッピングシステムを道路公社の車に設営する関口
さん。現地道路公社が自前の機材を持ち、使いこなすことは、
道路整備を外国に頼らずに済むということでもある

スワジランド国境へと向かう
道を撮影中。この辺りの道
路は舗装されておらず、赤
土がむき出しになっている

自動計測車、アフリカを行く

モザンビークで道路公社をはじめとする官公庁の代表者の前で
発表を行ったところ、熱心な質問が集まった

人
間
の
視
覚
が
ヒ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム

強
み
は
シ
ン
プ
ル
さ
と
柔
軟
性

北 海 道

上下2台のカメラが捉えた映像を
もとに、特徴的な部分を分析し、
周囲の風景を3Dで再構築する

北海道
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